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０ はじめに 
 

この度は本資料を手に取って下さりありがとうございます。 

さて、本資料を手に下さった方の中にはまだ在学中の方や社会人の方、独立

を目指そうとする方など様々な方がいらっしゃるかも知れません。しかし、年

齢やキャリア・状況は違えど、決算書を読めるようになりたいという一心で学

習を始められた点においては皆様共通しているのではなかろうかと思います。 

 

筆者も全く同じ想いで大学生の時に簿記一級を取得し、今日まで金融企業の

経理として仕事を行って参りました。実際、決算書を読めるようになったおか

げで自社の状況を分析できるようになるだけでなく、投資や転職・独立支援を

行うにおいて非常に役に立ちました。また会社員として仕事を行うにおいても

会社内で行われる意思決定のほとんどには会計的な根拠が存在しておりますの

で、経済界に身を置く限り会計は幅広く役立つ知識であると確信致しておりま

す。 

 

しかし、このような決算書を読めるというスキルは仕事や日常生活において

非常に役に立っている一方で、帳簿をつけるといった簿記の作業は現在システ

ムが自動的に行ってくれているため、実務上はあまり役に立たない知識である

と感じました。例えば仕訳を切るスキルは簿記検定の合格には必要不可欠な知

識でありますが、決算書を読むにあたっては全く不要な知識です。筆者は簿記

の勉強に二年近く費やしてしまいましたが、決算書がある程度読めるようにな

ることを目的とするならば、あまり時間は掛からないと思っている次第です。 

 

以上のことを受け、本資料は会計についてほぼ未学習である方を対象に、最

小限の時間で決算書を読めるようになることを目的として作成致しました。こ

れを手に取って下さった皆様が最小限の労力である程度決算書を読めるように

なり、皆様方の投資先や転職先の判断、独立や簿記の学習のきっかけに少しで

もお役に立てばと願っております。 

 

 

 

 

Ｓ.masato                             
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Chapter 1 決算書の概要 

Section1 決算書とは 

 

１ 決算書とは 

 

 本資料を手に取って下さった皆様はなぜ決算書について理解を深めたいと感

じられたのでしょうか。自身が勤められている会社の業績の動向を知りたい方

や、仕事の業務上決算書を読む立場になられた方、株式投資を行いたい方、中

には独立したい方もいらっしゃるかも知れません。この他企業においても銀行

から融資を受ける際やM＆Aを行う場合など様々な場面で決算書が用いられて

おりますが、共通しているのは皆企業の業績を知りたいということです。 

 世の中の企業はこれらのニーズに答えるべく一定の会計のルールに従って決

算書を作成し、世に公表しています。つまり決算書とは「企業活動を会計のル

ールで数字に翻訳したもの」と言えるでしょう。私たちが決算書を読めるよう

になるためにはこの会計のルールがどのようなものかを理解することが必要不

可欠となります。本資料にて決算書を読むにあたり必要な最小限の知識をまと

めしたので共に学習して参りましょう。 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 
注 会計のルールのことを「会計基準」と言いますが、日本企業が適用できる会計基準に

は日本基準、米国基準、IFRSの三つの会計基準があります。近年 IFRSを適用する日本

企業が増えてきておりますが、全国にある 410万社の企業の内 250社程度ですので本資料

では日本基準を前提に説明して参ります。 

企業の

活動 
決算書 会計のルール 

会計のルールが分かれば決算書が読めるようになる！ 
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２ 決算書の種類 

 

 決算書には様々なものがありますが、特に重要なものに「貸借対照表」「損

益計算書」「キャッシュフロー計算書」があり、これら三つが「財務三表」と

言われているものです。 

 財務三表のうち「キャッシュフロー計算書」は非常に難解なため、今回はこ

のうち「貸借対照表」と「損益計算書」を中心に学びます。 

 

 

 

３ 決算書はいつ作る？ 

 

 決算書は１年ごとに作成します。この１年間を「会計期間」といい、企業は

それぞれ任意の会計期間を設定出来ます。 

 例えば、2020年 12月決算という表記がある場合には、その決算書は 

2020年 1月 1日～2020 年 12月 31日の 1年間を会計期間とする決算書である

ことを意味しています。 

 

 

４ 連結決算書とは 

 

 上場企業のように規模が大きくなると、親会社がいくつかの子会社をもつグ

ループ企業として事業を展開することが多くなります。グループ企業の場合、

親会社だけの決算書を見てもグループ全体の業績は分かりませんのでグループ

企業全体の業績を示す決算書が必要となります。このような子会社の決算書も

含めたグループ全体の決算書のことを「連結決算書」と言います。 

 なお、決算書のことを会計用語で「財務諸表」と呼びますので「連結決算

書」と「連結財務諸表」は同義です。 
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           日本マクドナルドホールディングス IRライブラリー 

             https://www.mcd-holdings.co.jp/ir/library_result/ 

貸借対照表 
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           日本マクドナルドホールディングス IRライブラリー 

             https://www.mcd-holdings.co.jp/ir/library_result/ 
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損益計算書 

 

 

 

日本マクドナルドホールディングス IRライブラリー 

             https://www.mcd-holdings.co.jp/ir/library_result/ 
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Section2 貸借対照表 (B/S：Balance Sheet) 

 

１ 貸借対照表の内容 

 

 貸借対照表は「資産」、「負債」、「純資産」の３つのカテゴリーに分類されて

おり、以下のような構造になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 資産とは 

 

 もしいきなり「あなたは、どんな資産をもっていますか？」と聞かれた場

合、皆様方は何と答えるでしょうか。現金や時計、人によっては車や家などを

思い浮かべる人もいるかも知れません。一般的に資産と聞くと家などの贅沢品

を思い浮かべる方が多いかと思いますが、会計の世界においては「持っていて

プラスになるもの」は基本的にすべて資産に該当（注）します。 

 企業の考え方も個人と同様です。聞きなれない言葉こそあるかも知れません

が企業にとって「持っていてプラスになるもの」は資産に該当します。 

 

 

注 家族や友人などはかけがえのないものであり「持っていてプラスになるもの」です

が、これらは売却することも金額をつけることもできませんので資産には該当しません。

企業に置き換えると人材やノウハウは非常に大切なものですが資産には該当しませんので

留意が必要です 

 

資 産 

純資産 

負 債 

貸借対照表 
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         資産 － 負債 ＝ 純資産 

３ 負債とは 

 

 「あなたが返さなければならないもの」には、どんなものがありますでしょ

うか。友人からお金を借りていたり、奨学金を借りているという方もいらっし

ゃるかも知れません。 

 これらの「これから支払わなくてはならないもの」のすべてが企業にとって

の負債に該当します。 

 

 

 

 

４ 純資産とは 

 

 今上記２．３で「資産は持ってプラスになるもの」「負債はこれから支払わ

なくてはならないもの」と学びました。例えば資産が 300万円あったとして負

債が 100万円あったとしましょう。このとき皆様方が自由に使えるお金はいく

らあると考えられるでしょうか？ 

 資産は売ってしまえばお金になるため、資産 300万円から返さなければなら

ない負債 100万円を引いた 200万円が自由に使えるお金と考えられるかと思い

ます。 

 このように、資産と負債の差額が「純資産」であり、純資産は「自分が自由

に使える元手」を意味しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 これらの、資産と負債・純資産を一覧する表を「貸借対照表」と言います。 

 

 

 

 

 

 

【純資産の求め方】 
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５ 貸借対照表の形式 

 

 貸借対照表には、「資産」「負債」「純資産」を次のように記載します。 

 貸借対照表は左側に資産を書き、右側に負債と純資産を書くというルールに

なっており、左側の金額と右側の金額は必ず一致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資 産 

純資産 

 

負 債 

もっているもの 

返さなければ 

ならないもの 

 

 

 

自由に使えるお金 

(差額) 

 

 

 

貸借対照表 

資金の調達手段 資金の運用形態 
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Section3 貸借対照表の細かい分類 

 

上記 Section２において貸借対照表は資産・負債・純資産の部に区分されて

いると説明しましたが、より詳細には以下のように区分されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 資産は「流動資産」と「固定資産」に分類できます 

 ・流動資産・・・一年以内に現金化できる資産  

 ・固定資産・・・一年を超えて保有する資産   

  

 負債は「流動負債」と「固定負債」に分類できます 

 ・流動負債・・・一年以内に返済しなくてはならない債務 

 ・固定負債・・・支払期限が一年を超える債務 

 

 

 

 ※純資産は「株主資本」と「評価・換算差額等」、「新株予約権」に分類されま

すが、難解なため本資料では割愛致します。 

貸借対照表 

流動資産 

固定資産 

流動負債 

固定負債 

(１年以内に回収) 

(１年以降に回収) 

(１年以内に返済) 

(１年以降に返済) 

純資産 

(資本金と過去の利益) 

資 

産 

負

債 
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Section4 損益計算書 (P/L：Profit and Loss Statement) 

 

１ 損益計算書の内容 

 

 

 

 

 

Ⅰ 売上高           100,000   

Ⅱ 売上原価          60,000 

   売上総利益        40,000 

Ⅲ 販売費及び一般管理費     5,000 

  営業利益         35,000 

Ⅳ 営業外収益          5,000 

Ⅴ 営業外費用         10,000     

   経常利益         30,000 

Ⅵ 特別利益           2,000 

Ⅶ 特別損失           3,000 

   税引前当期純利益      29,000 

   法人税、住民税及び事業税  12,000 

   当期純利益         17,000 

  

 

 

 このように損益計算書の計算区分は主に３つに分けられますが、大切なのは

本業から稼ぎ出した利益(＝営業利益)を計算する営業損益計算の区分です。本業

から得た利益を示す営業利益がプラスであるということは、本業から利益を生

み出すことに成功していることを意味し非常に重要な利益指標になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

損益計算書 

営業損益計算の区分 

経常損益計算の区分 

純損益計算の区分 
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【損益計算書の区分構造】 

 

売上高 

売上原価 

    

    

    

売上 

総利益 

(粗利) 

販管費 

   

   

   

営業利益 

営業外損益 
  

  

経常利益 

特別損益 
 

 

税引前 

当期 

純利益 

法人税 

当期 

純利益 

 

 

 

【重要な科目名称の説明】 

 

・売上総利益 (＝売上高－売上原価)    

商品の原価に対してどれほど利益を上乗せして売り上げたかを表した利益 

のこと。一般的に「粗利」と呼ばれることもある。 

 

・販売費及び一般管理費 

会計期間に発生した費用の内、商品やサービス一つ一つには対応しない費 

用のこと。一般的に「販管費」と呼ばれることもある。 

Ex) 宣伝広告費、給料、福利厚生費、自動車経費、接待交際費 

 

・営業利益 (＝売上総利益－販管費) 

  本業で稼ぎ出した利益のこと。 
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・営業外損益  

   本業以外の収益・費用をまとめたもの。 

 Ex) 受取利息、有価証券利息、株式売却益 

  

・経常利益 (営業利益＋営業外損益) 

  営業利益に営業外損益が加味され、「通常の活動での儲け」を表したもの。 

 

・特別損益 

   事業を運営する上で継続的に発生する収益・費用ではなく、本業とは無関

係に一時期だけ臨時的に発生した収益・費用のこと。 

 Ex) 保険差益、固定資産売却益、減損損失 

  

 ・税引前当期純利益 (経常利益＋特別損益) 

   特別損益も加味され、「会社全体のもうけ」を表したもの。法人税を考慮

する前の利益。 

 

・当期純利益 

   当該決算期におけるすべての要因を考慮した純粋な利益のこと。一般的

に「純利益」や「最終利益」と呼ばれることもある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考：上記以外の名称】 
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Section5 貸借対照表と損益計算書の関係 

 

１ 財務諸表の対象期間 

 

 貸借対照表と損益計算書は記載される項目の違いはもちろん、作成される対

象期間が異なってきます。 

 貸借対照表は一定時点ごとに作成されます。 (ストックの概念) 

 損益計算書は一定期間ごとに作成されます。 (フローの概念) 

 そして損益計算書と貸借対照表のつながりも確認しておきましょう。例えば

期首の資産が 1,000、負債が 200、純資産が 800の貸借対照表があったとしま

しょう。仮に期中に 3,000 の利益を上げたとするとその利益は期末の純資産を

構成することとなります。つまり損益計算書の利益は貸借対照表の純資産（注）

に流れるという関係になっています。図に表すと以下のようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 正確には純資産の中の利益剰余金に流れます。 

期首 

 

期末 

期中 

<当期> 

貸借対照表 貸借対照表 

損益計算書 

(10/1) 

 

(9/30) 

 

資産 

純資産 

負債 
資産 

 純資産 

負債 

収益 
費用 

利益 

1,000 

200 

800 

3,000 

5,000 

2,000 

200 

 

3,800 

4,000 

利益 

＋3,000 
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Section6 補足論点 

 

１ 数字の表記方法 

 

桁の大きな数字を決算書等に記載する際は、三桁ごとにカンマで区切りるの

が一般的です。欧米の言語文化から来ているため日本人には馴染むのに時間が

掛かるかもしれませんが、見慣れていくことで徐々に早く読めるようになって

きます。 

  

1,000 → 千 (＝thousand) 

 1,000,000 → 百万 (＝million)  

 1,000,000,000 → 十億 (＝billion) 

 1,000,000,000,000 → 一兆 (＝trillion) 

 

 

 

２ 単位の表記に関する留意点 

 

 大きな数字である際、「単位：千円」などという表記があることがあります。

これは「後ろに０を３つくっつけて読んでください」という意味です。同様に 

「単位：百万円」と表記があった場合は、後ろに０を６つくっつけて読みます。 

また決算書上、漢字と数字がミックスされた表記がなされることもあります。 

 

例） １０千円 → 10,000 (＝１万円) 

  １００百万円 → 100,000,000 (＝１億円)  
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３ 売上高伸び率の計算方法 

 

 売上の増加を示す際には、前年比売上高〇％増と表記することが多いです。 

 

 

 

 

 

設例：P.７のデータを用い、日本マクドナルドホールディングスの前期から当

期にかけての売上高伸び率を計算せよ。  

 

解答 (小数点第２位を四捨五入) 

→ 

 

 

 

４ 増収と増益の違い 

 

 増収 (⇔減収)：前期決算より売上が増加(減少)すること 

 増益 (⇔減益)：前期決算より利益が増加(減少)すること 

 

 例）売上も利益も増加した      → 増収増益 

   売上は増加したが利益は減少した → 増収減益 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売上高伸び率の解答：2.3％ 

 

 

  

 

 

 

 

 

【計算式】 

売上高伸び率 (％) 
当期売上高 ― 前期売上高 

＝ 
前期売上高 

×100 
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Chapter 2 財務諸表分析 

Section1 重要な経営指標 

 

１ 経営指標を学ぶ必要性 

 

  正しい経営判断や投資判断を行うためには、会社の財務状況を正確に分析 

 し、現状把握をしなくてはなりません。財務諸表の数値を分析することで分析 

 した会社が今後も倒産する可能性が低いか否かや、今後も成長するか否かな 

 ど、自分の勤めている会社の状況が把握できるようになるだけでなく、転職先 

 や投資先を見極めることにも役立ちます。経営指標は非常に数が多いですの 

 で、以下有名な指標に絞って説明致します。 

 

 

２ 収益性を測る指標 

 

 仮に売上をたくさん上げていたとしても、利益を上げなくてはいずれ資金が

底をつき企業は倒産してしまいます。そのため、売上に対してどれだけの利益

を上げているかを測る指標が存在します。これが収益性を測る指標であり、代表

的なものに「売上高営業利益率」があります。この指標により売上高に対してど

れだけ本業で利益を稼げているかを知ることが出来ます。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

【計算式】 

売上高営業利益率 (％) 

売上高 

営業利益 (p.14) 

＝  ×100 
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３ 安全性を測る指標 

 

 資金調達の方法には元手(＝資本/純資産)と借入(＝負債)の二通りがあります。

負債はいずれ返さなければならない金額の為、この負債があまりに多すぎると

返済不能になり倒産する可能性が高まることとなります。負債を持つことは必

ずしも悪ではないのですが(詳細は割愛)、やはり返済義務のない元手が多い方が

企業としては安定していると言えます。このような企業の安全性を測る指標の

代表的なものに「自己資本比率」というものがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

※ 総資産はすべての資産の合計値を指します  

※ 一般的には 50％を上回ると優秀とされますが業界により変動します 

 

 

４ 効率性を測る指標 

 

 企業は調達した資金を使って資産を購入し、当該資産を通じて利益を獲得し

ています。仮に総資産額が同じ A社と B社があったとしましょう。もし A社が

1,000 の利益を、B が 1,800 の利益を生み出していたとすると B の方が効率よ

く資産を運用できていると分かると思います。このような資産の運用の効率性

を測る指標に「総資産利益率(＝ROA)」や「株主資本利益率(＝ROE)」がありま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 上記の式の分母を純資産に変えたものが ROEとなります。 

 

  

 

 

【計算式】 

自己資本比率 (％) ＝  
純資産 (p.12) 

総資産 
×100 

 

  

 

 

【計算式】 

総資産利益率 (％) 

(ROA) 
＝  

当期純利益 (p.15)  

総資産 
×100 
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Section2 競合他社比較  

 

１ 競合他社と比較する必要性 

 

 Section１で学んだ経営指標の値を算出した後は当該数値が業界平均ない競 

合他社と比較して優れているか否かを判断する必要があります。競合他社と比

較することで初めて、自社の弱みを分析でき経営に役立てることが出来たり、投

資先として有望か否かを判断することが可能となります。 

 

 

１ 財務諸表分析 

 

 以下、先ほど経営指標を算出した日本マクドナルドホールディングスと外食 

産業の競合他社の経営指標を比較してみましょう。 

 

 

 

 このように比較してみると外食チェーンは新型コロナウイルスの影響で軒並

み業績を落とした中、業界３位の日本マクドナルド HD が収益性・安全性・効

率性の３つの全ての観点で競合他社を圧倒していることが分かります。これは

マクドナルド HD がテイクアウト重要に早急に対応できたからという理由も大

きいですが、財務的観点から特徴的な点を指摘すると実は日本マクドナルド HD

は業界内でも圧倒的に抱えている固定資産が少ないという特徴が挙げられます。

詳細は割愛致しますが固定資産を大量に抱えている会社は今回のような不況に

陥った際に赤字になりやすい傾向にあります。もし企業を考えられている方は

固定資産を含めた初期投資は出来るだけ最小限にすることをお勧め致します。

本資料では３つの経営指標しか紹介することが出来ませんでしたが、これ以外

にも様々な経営指標がございますのでまた機会がありました際に紹介したいと

思います。 

業界内
順位

売上高
営業利益率

自己資本比率
総資産利益率

(ROA)

マクドナルドHD 3位 10.9% 75.1% 8.7%

ゼンショーHD 1位 2.0% 21.6% 0.6%

すかいらーくHD 2位 △5.4% 25.8% △3.9%

ロイヤルHD 13位 △24.0％ 19.8% △27.0%
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Section3 キャッシュフローの重要性  

 

１ 黒字倒産とは 

 

 皆様は企業がどのような状況に陥ると倒産すると予想しますか？  

 真っ先に思い浮かぶのは赤字になることだと思います。確かに赤字は倒産の

一つのきっかけになるかも知れませんが、実は赤字企業の倒産割合は約５２％

に留まります。裏を返せば約４８％は黒字企業でありながら倒産していること

となります。(東京商工リサーチ 2018より)  

では実際には何が倒産の直接的な原因になっているのでしょうか。 

答えは現金が尽きたときです。企業は仮に黒字であっても現金が尽きれば支払

いが滞り、やがて倒産するという流れを辿ります。このように黒字でありながら

現金が不足することを「勘定あって銭足らず」といい、黒字の企業が倒産するこ

とを「黒字倒産」と言います。 

 会社を運営する際には、黒字であるか否かだけでなく現金が十分にあるかど

うか（キャッシュフロー）にも注意を払って活動する必要があるのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

倒産企業の約半数は黒字の会社！ 

会社は現金が尽きた時に倒産する！ 
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２ 黒字倒産が多発する理由 

 

 黒字倒産が多発する理由の一つに、会計上の収益・費用計上のタイミングと現

金の収支のタイミングにズレがあることがあげられます。例えば固定資産に関

しては現金の支払は基本的に購入時に行われますが、費用である減価償却費の

計上は耐用年数にわたり行われます。このように会計上の収益・費用計上のタイ

ミングと現金の収支のタイミングがずれるケースはとても多く、黒字に安心し

て現金が枯渇していることに気づかず、倒産するケースが後を絶ちません 

 また、一般的な会社は仕入代金の支払が先行して売上の入金が後になるのが

通常です。よって各企業は売上の入金があるまで仕入代金の支払いのための資

金を準備しておかなくてはなりません。この資金のことを「運転資金」といい、

これが枯渇し支払いが滞れば倒産の引き金となってしまいます。 

 以上のように、私たちは現金の収支のタイミングを正しく把握する必要があ

り、これを把握するための表が Section１で簡単に紹介した「キャッシュフロー

計算書」と呼ばれるものです。キャッシュフロー計算書の作成は非常に難解であ

り初学者の方には難しいと思われますので本資料では割愛致しますが、現金収

支は非常に大切であるということを理解頂ければと思います。参考までに簡易

的なキャッシュフローの求め方を紹介致します。 

 

 

 

 

多少不正確ではありますが、以下の計算式を用いることで簡易的なキャッシュ

フローを求めることが可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

【計算式】 

（当期純利益＋減価償却費）－ (借入金の返済元本＋保険の資産計上額) 

【参考：簡易的なキャッシュフローの求め方】 
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Chapter 3 参考資料 

Section1 貸借対照表の主な勘定科目一覧 

 

【資産の部】 

現金及び預金   ・・・貨幣・通貨・銀行預金等 

売掛金      ・・・商品をツケで販売した場合に生ずる債権 

棚卸資産     ・・・お客様に販売する品物。商品。 

貸付金      ・・・他者に金銭を貸し付けた場合に生ずる債権 

建物及び構築物  ・・・会社の事務所や倉庫・工場など 

機械及び装置   ・・・商品を製造するために必要な固定資産 

工具、器具及び備品・・・コピー機・ファックス・電話機・パソコン等 

リース資産    ・・・リースしている資産（営業車などはリースが多い） 

建設仮勘定    ・・・建設途中の建物 

のれん      ・・・他社を合併・買収した際に生じた超過収益力 

ソフトウェア   ・・・自社保有のシステム等 

投資有価証券   ・・・保有する有価証券 

繰延税金資産   ・・・税金の前払い分 

 

【負債の部】 

買掛金      ・・・商品をツケで購入した場合に生じた債務 

未払金      ・・・商品以外を購入した場合に生じる債務 

リース債務    ・・・リース料の未払い分 

未払法人税    ・・・法人税の未払い分 

貸倒引当金    ・・・将来回収できないことが見込まれる債権の金額 

賞与引当金    ・・・将来賞与の支払いに充てる金額 

ポイント引当金  ・・・将来顧客からポイントが使用されると見込まれる金額 

資産除去債務   ・・・将来固定資産を除去する際に発生する費用 

繰延税金負債   ・・・税金の未払い額 

 

【純資産】 

資本金      ・・・株主からの払込金額 

利益剰余金    ・・・過去の純利益の積み上げ分 

自己株式     ・・・自社が発行した株式の自社保有分 
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ロイヤルホールディングス IRライブラリ    

https://www.royal-holdings.co.jp/ir/accounts/         

貸借対照表 

Section2 競合他社決算書 
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ロイヤルホールディングス IRライブラリ    

https://www.royal-holdings.co.jp/ir/accounts/   
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損益計算書 
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